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私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
は
、
子
ど
も
た
ち
が
衣
装
に
身
を

包
み
、
手
に
枕
カ
バ
ー
を
持
ち
、「
ト

リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
（
お
菓

子
を
く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
す
る

ぞ
）」
と
叫
び
な
が
ら
甘
い
お
菓
子

が
も
ら
え
る
こ
と
を
願
っ
て
家
か
ら

家
を
歩
き
回
る
古
い
伝
統
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
十
年
ほ
ど
の
間

に
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
社
会
に
「
ト

ラ
ン
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」
と
い

う
新
し
い
流
行
が
、
徐
々
に
ア
メ
リ

カ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
言
い
換
え
れ

ば
、
家
で
は
な
く
、
車
の
ト
ラ
ン
ク

を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
「
ト
リ
ッ

ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
奇
妙
に
聞

こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
子
ど
も
の
両
方
に
と
っ

て
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

約
１
カ
月
前
か
ら
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

を
主
催
す
る
教
会
や
学
校
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
探
し
始
め
ま
す
。
主
催

者
が
地
域
の
人
た
ち
に
チ
ラ
シ
や
申

込
書
を
配
り
始
め
る
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
そ
の
大
き
な
行
事
の
た
め

一
生
懸
命
に
車
の
ト
ラ
ン
ク
の
準
備

を
し
ま
す
。
時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
た
ち
が
互
い
に
思
い
つ
い
た
手
の

込
ん
だ
テ
ー
マ
の
優
劣
を
競
う
競
争

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
の
場
合
、
た
っ
た
二
週
間
の
準

備
期
間
で
教
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
デ
ザ
イ
ン
の
下
書
き
を
し
た

り
、
デ
ザ
イ
ン
に
合
っ
た
飾
り
の
あ

る
店
を
探
し
た
り
、
衣
装
を
作
る
た

ト
ラ
ン
ク
・

　
　
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト

Roslyn Nicole Ludden
ロスリン・ニコル・ルデンさん

（アメリカ合衆国
カリフォルニア州出身）

田村市に来て 1 年目

め
に
い
ろ
い
ろ
な
布
を
組
み
合
わ
せ

た
り
し
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
晩
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
数
時
間
前
に
集
ま
り
、
決

め
ら
れ
た
場
所
に
車
を
駐
車
し
て
準

備
を
始
め
ま
す
。
主
催
者
は
、
こ
の

時
間
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
り
、
準

備
を
手
伝
っ
た
り
、
ど
の
ト
ラ
ン
ク

も
お
菓
子
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い

る
か
を
確
認
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
準
備
を

し
な
が
ら
周
り
を
見
比
べ
、
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
デ
ザ
イ
ン
や
そ
れ
に
合
っ

た
衣
装
の
創
造
性
で
負
け
た
と
思
う

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

私
と
弟
は
、
伝
統
的
な
ア
メ
リ
カ

の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、「
モ
ノ
ポ
リ
ー

（
さ
い
こ
ろ
を
使
う
卓
上
ゲ
ー
ム
）」

を
テ
ー
マ
に
選
び
、
モ
ノ
ポ
リ
ー
お

じ
さ
ん
や
マ
ロ
リ
ー
巡
査
（
モ
ノ
ポ

リ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
）
の
仮

装
を
し
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が
始
ま
る
と
、
多

く
の
子
供
た
ち
が
手
に
か
ぼ
ち
ゃ
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
、
お
菓
子
を

集
め
な
が
ら
車
か
ら
車
へ
歩
き
回
り

ま
す
。
中
に
は
、
お
菓
子
を
も
ら
う

前
に
ゲ
ー
ム
を
す
る
車
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
日
の
終
わ
り
に
は
、
参
加

者
み
ん
な
が
た
く
さ
ん
の
お
菓
子
を

も
ら
い
、
満
面
の
笑
み
を
た
た
え
て

帰
っ
て
い
き
ま
す
。
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第 38 回

　9 月 2 日（水）、エアレース・パイロットの室屋義秀氏をお招きし、「目標達成の秘訣～自分を磨
く三分間～」と題してご講演をいただきました。
　「 夢をどのようにして見つけるか」や「夢や目標に向かって
挑戦し続けることの大切さ」について、ご自身の夢を後押しし
てくれた人との出会いなどの経験をもとに、飛行映像を交えな
がら、お話してくださいました。
　今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり本校生の
みの参加となりましたが、来年度は田村市の中学生や一般の
方々を招いて開催できることを期待しています。

♦令和 2 年度「夢を育む講演会」が開催されました！

地域貢献を目指す
船高アクティブリーダー育成プロジェクト

　ーー  なぜ、“アクティブ”に参加しようと思ったのですか？
本間さん・佐藤さん　私たちは都路町出身で、他県の方に地元を知ってもらい、活動に貢献したいと思っ
たからです。
助川さん　地元で就職する前に、地域を復興させるための地域理解が必要だと思ったからです。
小針さん　私は震災当時、栃木県にいて当時のことをよく知りません。だから被災地について知りた
いと思い、参加を決めました。
ーー  夏休み中に都路町を訪ねたそうですが、どのような活動をしたのですか？
小針さん　グループに分かれて、トマト農家・菊芋農家・イワナ養殖を営んでいる方にお話を聞きま
した。
本間さん　私はトマト農家を訪ねました。震災後から県外のお客様の需要に応えるための有機栽培を
取り入れていることを知りました。風評被害で売れないことを悲観するのではなく、買ってもらうた
めの工夫をしていることがすごいと感じました。
ーー  都路町の魅力を伝えるために、今後取り組んでいきたいことはありますか？
助川さん　市民である私でも、初めて知る都路町の魅力がたくさんありました。そのため、まずは福
島県民へ魅力を伝えることが必要だと感じました。私は身近にいる友人に今学んでいることを伝えて
いきたいです。
佐藤さん　私は、県内の高校生が集まるプレゼンスキル講習会の「ふくしま ナラティブ・スコラ」
に参加しています。これまでに互いの地元や学校の紹介を通し、伝える力を学びました。講習会で得
たスキルを“アクティブ”に生かすとともに、卒業後は他県に進学・就職をし、その地で福島県の魅
力を伝えていきたいです。

　本校では、「船高アクティブリーダー育成プロジェクト」（以下
“アクティブ”）と題して、東日本大震災から 9 年経った都路町の
風評被害について調査し、都路町の農家の方などとの交流を通じ
て、魅力を再発見する活動をしています。将来の地域のリーダー
として活動すべく、1･2 年生を中心に 30 人が参加しています。
　今回は、“アクティブ”に参加している本間琉星さん（1 年 都
路中出身）、佐藤沙也夏さん（1 年 都路中出身）、助川静香さん

（2 年 船引中出身）、小針萌々夏さん（2 年 三春中出身）に話を聞きました。
▲左から小針さん、助川さん、佐藤さん、本間さん

有料広告募集中
問い合わせ…総務部 経営戦略室（(0247-81-2117）へ


